
大阪市立近代美術館（仮称）基本計画－概要－　（平成10年策定）

■大阪の美術を支えた進取の気質
大阪の美術は、旧弊を厭う大阪人特有の都会的な進取の気性を反映し、常に市民の中から生まれて来まし
た。商都としての骨格が形成された近世以降、美術を愛好し支援育成する大阪の土壌は、鎖国下に中国の
新しい文化を学んだ文人画家や、美人・風俗画系など著名な画家を多く輩出してきました。この良き伝統
は近代にも受け継がれ、佐伯祐三、小出楢重、吉原治良らの優れた才能を生むとともに、戦前の「新興写
真」や戦後の「具体美術」など斬新な美術運動の背景となり、また、今日多くの大阪の美術家が世界を舞
台に活躍する素地ともなっています。

■21世紀の芸術創造拠点をめざす
人々が日常生活の中に洗練されたスタイルを求める今日、感性に直接はたらきかけて充実した精神生活へ

の扉を開く芸術に対する関心は、一段と高まっています。大阪市立近代美術館（仮称）は、優れた大阪の
近代・現代美術を紹介するだけでなく、20世紀美術の体系を名作によって示し、わたしたちの精神文化の
基盤を明らかにしようと考えています。そして、21世紀の豊かな感性の誕生をうながし、新しい芸術創造
の拠点となることをめざします。

■創造都市・大阪の「顔」
いま大阪は、先進的な機能をもつ創造都市へと大きく変わろうとしています。このような中で近代美術館
は、美術を通じた市民の国際交流を活性化するため、世界に向けて開かれた事業を展開する必要がありま
す。世界から寄せる新しい美術動向の波を受け止め、また大阪から生まれる芸術創造の新鮮な息吹を海外
に発信する拠点として、近代美術館は創造都市「大阪」の大きな魅力のひとつとなるでしょう。

　●個性的で質の高い充実したコレクション
　●美術を通じて自己発見の旅に誘う静寂な空間
　●作品の魅力を最大限に引き出す、鑑賞に快適な環境演出

　●人々を引きつける、魅力ある都市生活の一部としての機能
　●自由に美術に親しみ、体験し、楽しめる多彩な事業展開
　●人と美術の出会いの機会を提供し、それを深めるための活動

　
　●21世紀の感性と創造力を醸成し、大阪に美術の活力を呼び
　　さます

近代美術館は収集美術品を保存、展示するだけに止まらず、積極的に人と美術のふ

れあいの場を形成し、来館者が深い感動に誘われる施設をめざします。そのために

は次のような質の高い、開放的で親しみやすい事業を展開します。

１．収集保存事業

３．展示事業

２．調査研究事業

４．教育普及事業

５．出版事業 ６．サービス事業

　近代美術館は収集に力を注ぎ、それを質量ともに充実し

た常設展示に展開します。

　また、収集した美術作品をジャンルや素材により最適な

環境で保管し、必要に応じて修復などの処置を施します。

　作品収集は、次の方針に基づいて進めています。

●佐伯祐三を中心とする近代美術の作品・資料

●大阪と関わりのある近代・現代美術の作品・資料

●近代・現代美術の代表的な作品

●生活の中の芸術作品

●図書および資料

　人と美術の直接対話を実現させる展示は、美術館事業のなかでとくに重要なものです。

　研究成果をふまえて構成に留意し、また美術作品の真価を伝えるための鑑賞空間を整備するなど細心

の注意が必要です。

　■常設展示

…近代から現代にかけての美術の流れを、代表的な作品によって系統的に概観できる常設展示をめ

ざします。その構成には、美術史に対する美術館の主張を盛り込んでゆきます。

　■企画展示

…フレシキブルな展示室を設け、多様なジャンルの展覧会や、美術に対する斬新な切り口を提示す

る企画、美術の新しい動向の紹介など、活発な展覧会活動を行います。

　調査研究活動はあらゆる美術館活

動の基礎となります。

　美術史的、芸術学的観点に立った

近代・現代美術の研究のほか、収集、

展示、教育普及などあらゆる美術館

活動に対応した個別研究を専門的に

行い、各事業の質的向上を図ります。

　美術に心を開くすべての人々に対し、より多彩なアクセスの方法を用意して、人と美術のふれあ

いを深化します。

　知識や情報の提供による美術理解の支援、美術への興味を広げる教育プログラムの実施など、多

彩な活動によって、来館者の潜在的な創造力を触発し、新たな美術の活力を生み出す素地としま

す。

　■教育普及

　　●ギャラリートーク、ガイドツアー、レクチャー、
　　　講演会、シンポジウムの企画・実施

　　●ワークシート、解説書などの作成

　　●作家の公開制作・ワークショップの実施

　　●学校の美術教育現場との連携

　■情報サービス

　　●芸術関連図書・ビジュアルソフト等の整備と公開

　　●所蔵品・作家情報の検索サービス

　収集保存、調査研究、教育普及などの

各事業と連携して、それらに必要な出版

サービスを行います。

収蔵品目録、研究紀要、展覧会図録、

展覧会ガイド、ワークシート、解説書、

ビジュアルソフト、年報、美術館ニュ

ースなど

　近代美術館は、都市の魅力あるスポッ

トとして市民に親しまれる施設をめざし

ます。それをサポートするために、館内

ショップや飲食施設はなくてはならない

機能と位置づけています。

　■ミュージアムショップ

　■レストラン、カフェテリア

日本近代美術

近代日本画の流れ

佐伯祐三の芸術

近代洋画の流れ

吉原治良の芸術

西洋近代美術

19世紀末～20世紀初頭
の芸術

抽象美術の成立と展開

ダダとシュルレアリスム

近代彫刻

山本発次郎記念室

現代美術

戦後第1世代の美術

1960年代美術の展開

1970年代以降の美術

テーマ展示室

生活の中の芸術

モダンデザインの源流

モダンデザインの成立

モダンデザインの展開
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美術と語りあう
静かな感動の場

美術をたのしむ
開放された場

新たな感性が
育まれる創造の場

●
常
設
展
示
テ
ー
マ

　■メンバーシップ

　　●ボランティアの育成、参加への対応

　　●賛同者、協力者をメンバーシップ
　　　会員として組織化


